
滋賀縣人
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
、
ご
家
族
と
も
ど
も
お
健
や
か
に
希
望
に

満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

一
昨
年
初
春
よ
り
世
界
中
に
蔓
延
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
は
、
欧
米
諸
国
で
は
終
息
の
兆
し
ど

こ
ろ
か
最
近
で
は
感
染
者
が
急
増
し
て
お
り
ま
す

し
、
ま
た
新
た
な
オ
ミ
ク
ロ
ン
と
い
う
変
異
株
が

発
見
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
日
本
で
は
国
民
の
衛
生
観
念
も
高
い

こ
と
に
加
え
て
、
漸
く
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
が
表
れ

つ
つ
あ
り
感
染
者
数
は
驚
く
ほ
ど
の
低
レ
ベ
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
専
門
家
の
ご
意
見
で
は
こ
れ

か
ら
の
冬
の
季
節
に
は
欧
米
と
同
様
感
染
者
の
再

拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
勘
案
し
ま
し
て
、
恒
例
の
新

年
会
は
皆
様
に
感
染
リ
ス
ク
を
高
め
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
残
念
な
が
ら
本
年
も
中
止
す
る

こ
と
と
致
し
ま
し
た
の
で
、
何
卒
ご
理
解
・
ご
了

解
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
会
報
誌
「
滋
賀
縣
人
」
新
春

特
別
号
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
に
よ
り
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
県

人
会
活
動
の
一
端
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
県
人
会
の
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る

「
総
会
後
の
懇
親
会
」
及
び
「
近
江
ゆ
か
り
の

会
」
も
中
止
・
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、

今
年
こ
そ
会
員
相
互
の
最
大
の
交
流
会
と
し
て
是

非
開
催
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
昨
年
一
〇
月
に
四
周
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
東
京
滋
賀
県
人
会
と
し
て
も

「
近
江
牛
を
楽
し
む
オ
ン
ラ
イ
ン
・
キ
ッ
チ
ン
」

や
甲
賀
の
お
茶
・
陶
業
な
ど
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
、

恒
例
の
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て

協
力
・
応
援
し
、
現
地
で
の
参
加
者
だ
け
で
な
く

滋
賀
県
等
か
ら
も
多
く
の
方
々
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
と
も
滋
賀
県

や
県
内
各
市
町
の
知
名
度
向
上
に
資
す
る
各
種
行

事
の
企
画
等
を
提
案
す
る
と
と
も
に
、
協
力
・
支

援
を
継
続
し
て
い
く
所
存
で
す
。

来
る
三
月
二
三
日
（
水
）
～
二
八
日
（
月
）
の

期
間
に
は
、
「
第
三
三
回

琵
琶
湖
夢
街
道
・
大

近
江
展
」
が
日
本
橋
髙
島
屋
で
開
催
さ
れ
る
予
定

で
す
。
今
年
も
一
層
の
魅
力
的
な
品
ぞ
ろ
え
を
お

願
い
し
て
皆
さ
ま
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

是
非
お
立
ち
寄
り
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

県
人
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
会
報
誌
を
よ
り

魅
力
的
な
も
の
に
し
つ
つ
、
ま
た
県
人
会
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
い
ま
滋
賀
」
に
つ
い
て
も
更
に

拡
充
し
て
ま
い
り
ま
す
。
会
報
誌
と
「
い
ま
滋

賀
」
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
作
り
上
げ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
記
事
で
も
結

構
で
す
か
ら
是
非
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
様
々
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、
楽
し
く
活
発
な
交

流
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
何
卒

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
東
京
滋
賀
県
人
会
の
益
々
の
発
展
と
会

員
の
皆
様
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

東
京
滋
賀
県
人
会

会
長

小
林

洋
一

令
和
四
年
度
新
年
会

開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

夏
の
第
五
波
の
頃
か
ら
は
一

度
落
ち
着
い
て
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
で
す

が
、
新
た
な
変
異
株
の
発
生
な

ど
、
世
界
的
に
再
び
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
て

い
ま
す
。
県
人
会
で
は
、
会
員

の
皆
さ
ま
の
ご
健
康
や
安
全
を

最
優
先
に
、
昨
年
度
に
引
き
続

き
今
年
度
の
新
年
会
を
見
送
る

こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
二
年

続
け
て
の
見
送
り
と
な
り
、
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
た
方
々
に

は
大
変
残
念
な
結
果
と
な
り
ま

し
た
が
、
何
卒
ご
容
赦
下
さ
い
。

新
春
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別
号
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第
三
三
回
琵
琶
湖
夢
街
道

大
近
江
展

開
催
の
お
知
ら
せ

毎
年
恒
例
の
大
近
江
展
、
今

年
は
左
記
の
日
程
で
開
催
予
定

で
す
。
気
軽
に
行
き
来
で
き
な

い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
近
江

の
品
々
を
手
に
取
り
、
ふ
る
さ

と
に
思
い
を
馳
せ
て
下
さ
い
。

日
時
：
令
和
四
年
三
月
二
三
日

（
水
）
～
二
八
日
（
月
）

場
所
：
髙
島
屋
日
本
橋
店

八
階
催
会
場

主
催
：
（
公
社
）
び
わ
こ
ビ
ジ

タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー

協
賛
：
東
京
滋
賀
県
人
会
ほ
か



県
人
会
の
活
動
報
告

第
一
二
回
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾

東
京
滋
賀
県
人
会
で
は
、
滋
賀
県
に
所
縁
の
あ
る

人
々
や
会
員
同
士
の
人
脈
形
成
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構

築
、
知
識
の
向
上
を
支
援
す
る
目
的
で
、
平
成
二
八
年

秋
以
降
「
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
塾
」
を
定
期
的
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

第
一
二
回
は
、
一
〇
月
二
七
日
（
水
）
「
こ
こ
滋

賀
」
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
日
本
橋

滋
乃
味
」
に
て
、

講
師
に
種
村
重
和
氏
（
江
州
技
研
（
株
）
代
表
取
締

役
）
を
お
迎
え
し
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

演
題
を
「
好
き
な
こ
と
を
し
て
人
生
を
生
き
る
」
と

し
て
、
中
東
な
ど
海
外
で
の
ご
活
躍
や
今
の
お
仕
事
に

取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
へ
移
住
さ
れ
た
話
、
こ
れ
ま
で
の
ご
経
験
な
ど
、

興
味
深
い
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

甲
賀
市
誘
引
ポ
ス
タ
ー
展

＠
歌
舞
伎
座

東
京
オ
リ
パ
ラ
開
催
期
間
を
含
む
一
か
月
間
、
甲
賀

市
の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
活
動
の
一
環
と
し
て
、
甲
賀
市

七
つ
の
魅
力
誘
引
ポ
ス
タ
ー
（
忍
者
／
信
楽
焼
／
東
海

道
宿
場
町
／
近
江
の
茶
／
甲
賀
の
地
酒
／
近
江
米
／
ゴ

ル
フ
場
）
を
、
市
川
海
老
蔵
さ
ん
の
「
忍
者
歌
舞
伎
」

が
ご
縁
で
繋
が
っ
た
東
京
銀
座
の
歌
舞
伎
座
劇
場
内
に

て
展
示
い
た
し
ま
し
た
。

人
の
交
流
を
避
け
つ
つ
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
ポ
ス
タ
ー

展
の
有
効
性
を
活
か
し
、
文
化
に
造
詣
が
深
い
歌
舞
伎

座
の
お
客
様
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
旅
行
先
の
候
補

地
と
し
て
、
甲
賀
市
を
印
象
付
け
ら
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

種村重和氏

甲賀市誘引ポスター展で展示した
7種のポスター

パ
ネ
ル
展「
石
田
三
成
の
ふ

る
さ
と
湖
北
・
長
浜
～
知
将

と
し
て
の
活
躍
に
迫
る
～
」

長
浜
市
は
、
地
元
出
身
の
戦
国
武
将
・
石

田
三
成
の
生
涯
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
、

一
〇
月
二
八
日
、
二
九
日
の
両
日
、
東
京
・

銀
座
の
歌
舞
伎
座
三
階
「
花
籠
」
で
開
催
し

ま
し
た
。

羽
柴
（
豊
臣
）
秀
吉
の
家
臣
と
し
て
活
躍

し
た
三
成
が
長
浜
出
身
で
あ
る
こ
と
を
広
く

情
報
発
信
す
る
目
的
で
、
会
場
に
は
三
成
子

孫
の
方
々
も
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。

県
人
会
で
は
、
今
後
も
（
株
）
歌
舞
伎
座

様
と
歌
舞
伎
座
サ
ー
ビ
ス
（
株
）
様
の
多
大

な
る
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
甲
賀
市
・
長
浜

市
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
の
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

パネル展「石田三成のふるさと湖北・長浜～
知将としての活躍に迫る～」歌舞伎座3階にて

（
講
演
要
旨
は

「
い
ま
滋
賀
」
Ｈ
Ｐ
に
掲
載→

）



最
澄
一
二
〇
〇
年
大
遠
忌

滋
賀
・
大
津
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

一
〇
月
二
七
日
、
二
八
日
の
二
日
間
、
東

京
・
日
本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
前
に
お
い
て
、
滋

賀
県
、
び
わ
こ
ビ
ジ
タ
ー
ズ
ビ
ュ
ー
ロ
ー
、

比
叡
山
延
暦
寺
、
び
わ
湖
大
津
観
光
協
会
に

よ
る
『
滋
賀
県
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
「
め

く
る
め
く
歴
史
絵
巻

滋
賀
・
び
わ
湖
」
』

を
実
施
し
ま
し
た
。

観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
琵
琶
湖
の
形
の
お

菓
子
「
ビ
ワ
サ
ク
レ
」
を
二
日
間
で
六
〇
〇

セ
ッ
ト
提
供
。
琵
琶
湖
の
面
積
と
東
京
二
三

区
の
面
積
が
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
関
係
性
を
伝

え
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
お
寺
さ
ん
の
直

接
指
導
に
よ
る
腕
輪
念
珠
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

は
、
比
叡
山
か
ら
伐
採
さ
れ
た
桜
に
よ
る
木

珠
や
、
生
ま
れ
年
の
梵
字
を
あ
し
ら
っ
た
自

分
だ
け
の
木
珠
づ
く
り
が
楽
し
め
る
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
毎
回
す
ぐ
に
定
員
と
な
る
盛

況
で
し
た
。
最
後
に
御
祈
祷
も
し
て
い
た
だ

け
る
と
あ
っ
て
、
滋
賀
県
、
大
津
市
、
比
叡

山
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た
だ
け
た
こ
と
間

違
い
な
し
で
す
。

「
こ
こ
滋
賀
」

四
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

「
こ
こ
滋
賀
」
は
平
成
二
九
年
一
〇
月
二
九
日
の
開
設

か
ら
今
年
で
四
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
御
愛

顧
い
た
だ
い
た
お
客
様
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
と

と
も
に
更
な
る
滋
賀
の
魅
力
を
発
信
す
る
た
め
、
開
設

記
念
日
で
あ
る
一
〇
月
二
九
日
を
中
心
に
、
前
後
一
か

月
に
わ
た
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
ま
し
た
。

新
し
い
発
酵
の
カ
タ
チ
を
提
案
す
る
鮨
職
人
「
酢
飯

屋
」
店
主
の
岡
田
氏
と
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
高
島
市

の
老
舗
醸
造
場
「
淡
海
酢
」
が
コ
ラ
ボ
し
、
発
酵
の
魅

力
を
伝
え
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
デ
ィ
ナ
ー
イ
ベ
ン
ト
や
、

「
信
楽
焼
た
ぬ
き
制
作
体
験
・
陶
器
絵
付
け
体
験
」
の

開
催
、
滋
賀
の
産
品
を
お
得
に
購
入
で
き
る
割
引
ク
ー

ポ
ン
の
配
布
な
ど
、
滋
賀
の
魅
力
を
最
大
限
に
感
じ
ら

れ
る
イ
ベ
ン
ト
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
目
白
押
し
で
、
連

日
館
内
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。

「
こ
こ
滋
賀
」
は
、
令
和
四
年
春
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を

行
い
、
ま
す
ま
す
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
今
後
も
滋

賀
フ
ァ
ン
を
増
や
す
べ
く
、
首
都
圏
で
多
彩
な
魅
力
の

発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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東京 滋賀県人会 法人会員の皆様のご紹介

（令和3年12月現在 敬称略）

都内開催の滋賀県イベントレポート

「めくるめ
く歴史絵巻
滋賀・びわ
湖」の様子

↑信楽焼たぬき
制作体験：真剣
な表情で作品作
り。仕上がりが
楽しみ！
→スペシャル
ディナーイベン
ト：「酢飯屋」
岡田氏と「淡海
酢」福井氏



『 滋 賀 縣 人 』
広 告 掲 載 の お 誘 い

会報誌への広告掲載の料金は、次のとおりです。

A4カラー
1P 100,000円
1/2P 75,000円
1/4P 30,000円
1/8P 20,000円

お問い合わせ・ご相談は県人会事務局まで
TEL:03-3661-1180
Mail:tokyo@shigakenjinkai.jp
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謹 賀 新 年

県人会のイベント情報や滋賀の文化・
風物の連載、各市町のふるさと納税情
報などが盛り沢山！ 会員の皆様から
の寄稿も大募集しています！

Layouted by B.Yama

東京滋賀県人会
HP「いま滋賀」

https://imashiga.jp/

1ページ目の背景：日野祭清水町曳山「六徳」
4ページ目の背景：近江八景より「比良暮雪」
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